
議
員
提
出
第
十
一
号
議
案

台
湾
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
年
次
総
会
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
に
向
け
た
取
組
を
求
め
る
意
見
書

二
○
一
九
年
の
日
本
か
ら
台
湾
へ
の
訪
問
者
は
二
百
十
万
人
を
超
え
、
台
湾
か
ら
の
訪
日
も
四
百
八
十
万

人
以
上
に
上
る
な
ど
、
日
台
相
互
間
の
人
的
往
来
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
交
流
の
進
展
に
よ
り
相
互

理
解
が
図
ら
れ
る
一
方
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
規
模
で
の
ま
ん
延
の
よ
う
に
、
国

境
を
越
え
る
課
題
に
対
し
て
は
、
国
際
協
力
の
枠
組
み
の
中
で
連
携
し
て
対
応
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
。

台
湾
は
、
二
○
○
九
年
以
降
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
年
次
総
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
を
し
、
保
健
衛
生
分

野
に
お
け
る
国
際
貢
献
を
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
○
一
七
年
よ
り
参
加
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

本
年
二
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
協
議
す
る
緊
急
会
合
に
お
い

て
は
、
我
が
国
や
米
国
等
国
際
的
な
働
き
か
け
に
よ
り
専
門
家
の
参
加
が
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
五
月
に
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
わ
れ
た
年
次
総
会
に
お
い
て
は
、
参
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
憲
章
は
、
「
到
達
し
う
る
最
高
基
準
の
健
康
を
享
有
す
る
こ
と
は
、
人
種
、
宗
教
、
政
治
的
信
念

又
は
経
済
的
若
し
く
は
社
会
的
条
件
の
差
別
な
し
に
万
人
の
有
す
る
基
本
的
権
利
の
一
で
あ
る
。
」
と
掲
げ

て
お
り
、
我
が
国
も
国
際
的
な
感
染
対
策
な
ど
で
地
理
的
空
白
を
生
じ
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
と
の
姿
勢
で
あ

る
。世

界
的
な
公
衆
衛
生
危
機
が
発
生
す
る
中
に
あ
っ
て
、
台
湾
は
、
保
健
衛
生
分
野
の
豊
富
な
知
見
・
経
験

を
持
つ
と
と
も
に
防
疫
の
最
前
線
に
立
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
い
て
も
世
界
各
国
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
特
定
の
地
域
を
取
り
残
す
こ
と
な
く
結
束
し
て
対
応
に
当
た
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
米
国
・
英
国
・
仏
国
・
独
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
Ｅ
Ｕ
は
じ
め

台
湾
の
参
加
を
支
持
す
る
関
係
各
国
・
地
域
と
連
携
し
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
す
る
な
ど
、

台
湾
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
年
次
総
会
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
実
現
に
向
け
て
実
効
性
の
あ
る
取
組
を
行
う
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
二
年
七
月
一
日
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